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8月の納税

今月は固定資産税第 3期分と

国民健康保険税 8月分を納める

月です。

市民のみなさん、忘れ今t仁志旨

さめてください。
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今次む大戦によ って犠牲と 在られた国民 II

l!の数は軍人軍属はもと よb一般市民をふく 11

iiめ約三百万の多 きに及んでいます口 わず国 il

11 が戦後、 大きく経済発展を とけた蔭には大 11

践に よる多くの!犠牲者があったことを忘れ 11

11 てはな りません。 11 

11 国ではこれらの犠牲者に迫仰の吾を表し i1

1平和への思いを新たにするため八月十五 ijil 
liの終戦の 自に東京の日比谷公会常て 「全国

11戦没者追悼式」を行左います。

当日は全国民がそれぞれの職場や家庭で;

11 正午に黙とう を捧げ、弔旗乏揚げて平和の

;礎となった戦没者を心から追悼いたしまし !1
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新
し
い
助
役
に
大
浦
伝
氏

新
し

い
助
役

に
大
浦
伝
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
助
役
は
元
助
役
渋
江
武

氏
が
任
期
満
了
で
退
職
さ
れ
て

か
ら
空
席
と
な
っ

て
い
ま
し
た

が
、
七
月
二
十
三
日
の
臨
時
市

議
会
で
同
意
を
得
、
八
月

一
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た。

(
庶
務
課
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伝氏

助役に就任された

大浦

うを

終戦の 日の正午に

戦争犠牲者に黙と

8月15日

台
風
シ
ー
ズ

ン
の
注

意

l
最
少
限
の
台
風
対

策

ま
ず
気
象
逼
報
に
注
意
し
、
警
報
が
出
た
ら
板
や
H

力
ン
ヌ

キ
ρ

で
家
屋
の
補
強
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
は
早
め
に
し
、
少
な
く
と
も
三
日
分
ぐ
ら
い
の
食
粉、

飲

料
水
、
貴
重
品
、
着
替
の
衣
類
、
毛
布
、
医
薬
品
を
用
意
す
る
こ
と

台
風
時
に
は
特
に
火
の
元
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

と 場所

時間

9時-12時
l時、3時

9 11寺、3時

9時乍12時

1時--31時

施日時

実施場所

三浦出張所

鈴回出張所

大村保健所

西大村出張所

諏訪公民舘

竹松出張所

萱願出張所

松原公民舘

福重出張所

実

実施日

8月19日

8月20日

R月21日

8月22日

8月23日

8月24日

8月26日
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師
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圃と大村部隊の盆踊リ大会 ミ

陸上自衛隊大村駐とん部隙では隊

員と市民の皆様との交歓をはかるた

め つぎのとおり 金治どり大会を行

泣います。市民多数のお出でをお待

ちしています。

ム日時 8月16日 午後 1時から

ム場所 大村部隊の隊内運動場

圃と竹松部隊の盆踊り大会主

竹松部隊でも隊員と市民との交散

のため盆おどり大会を行います。

ム 日時 8月16日 午後 1時か ら

ム場所 原口十字路の広場

母
子
検
診
め
中
止

…福
重
出
張
所
(
八
月
二
十
一

一
日
)
の
母
子
検
診
は
都
合
に
-

よ
h
y
中
止
し
ま
す
。

(保
険
衛
生
課
)

-統計図表コンクーjしの

作品を募集

統計思想と表現技術の向上を 目的

として行なわれる統計図表全国コン

クールの作品の募集が始まります。

県でもこれの応募をかねてつぎの

要領で統計図表の作品募集をしてい

ます。

ム応募資格と課題

才一部 (小学校児童)

学習の結果を表わす統計図表

才二部 (中学校生徒)

住んでいる市町村.または学校生

活の実情を示す統計図表

:<f'三部 (高等学校生徒〉

住んでいる県、市町村の実情を示

す統計図表

才四部 (一般〉

日本の社会、経済の特長を示す統

計図表

ム材料の規格

一部の用紙規格 B ~1j二半Jj (I 7.8 
センチ x51.5センチ)

二・三・四部の用紙規格 B列一

半Jj(103セシチ・ 17.8センチ)

各部とも紙質 色彩、その他の

材料については自 由

ム送付先長崎市外浦町;n

長崎県統計協会

ム締切日 昭和38年 9月15日

ム応募上の注意 作品の裏面に住所

氏名、性別年令職業を記入し

氏名にはた ふ りがなと をつける


